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●提案者
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【注】	提案者の所属、連絡先等の情報については、個人情報の保護に関する法律の趣旨に則り、
JAXAが定める規定に従って適切に管理・保管・廃棄等を行います。
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特にページ制限は設けません
（１） 研究の背景と目的
フロントローディング研究の実施につながる研究の背景と目的を学会等が示している工程表のどの部分にあたるのか明確にわかるように記載して下さい。
なお、現在JAXAで採択され検討・研究開発が進んでいる宇宙実験（「きぼう」利用フィジビリティスタディ採択テーマ含む）のPIまたは共同研究者が本提案に応募する場合は、本提案の目的・内容と現在採択されている宇宙実験の目的・内容の違いを具体的に明記して下さい。

（２） 目標とする宇宙ミッション提案とその実現性
　小規模計画、「きぼう」利用フィジビリティスタディ等への具体的なゴールとなる宇宙ミッション提案とその実現性を記載して下さい。

（３） ミッション提案に向けて解決すべき課題とサクセスクライテリア（成功判断基準）
　ミッション提案に向けてネックとなっている課題やキーとなる技術的課題等とその解決方法とサクセスクライテリア（成功判断基準）を記載して下さい。また、評価により予算が大幅に減額され、微小重力実験施設を使用できなくなることが考えられます。その場合を想定して翌年度の施設利用を目指すミニマムサクセス（最低限の達成基準）も記載して下さい。

（４） 研究チーム構成
① 選定根拠： 求められる研究・開発スキル、成果創出の実績などを考慮して下さい。
② チームメンバー： 作業分担を明確にし、チームメンバーについては必ず内諾を得て下さい。宇宙科学研究所（ISAS）との共同研究として行われますので、宇宙科学研究所（ISAS）の研究者（常勤職）を1名以上共同研究者に加え、その際も事前に当該職員の内諾を得て下さい。

（５） 予算実施計画
① 実施期間： 開始・終了時期（開始年度より3年を超えない）を記載して下さい。
② 実施計画： 2022 年度を含む全体計画を記載して下さい。
③ 2022 年度予算計画： 微小重力実験施設を使用する場合は、「施設使用に関連する費用（A）」と「それ以外の費用（B）」に分けて記載して下さい。微小重力実験施設を使用しない場合は、（B）のみを記載して下さい。
（A）微小重力実験施設の使用料とそれに関わる設備備品費、消耗品費、旅費、輸送費など
（B）設備備品費、消耗品費、旅費など
予算計画額は、直接経費（上記（A）・（B））と間接経費（必要な場合。直接経費の10％を限度）を各々明記のうえ、その総額を申請して下さい。合計で約2,000万円（間接経費を含む）を上限として採択を行います。

（６） 進捗状況（継続課題の場合）
　継続課題については、前年度からの進捗状況を具体的に記載して下さい。

なお、今年度の研究成果については、2023年1月17日に開催予定の「第 37 回宇宙環境利用シンポジウム」にて、研究代表者が口頭発表およびプロシーディング提出を行うことを義務とします。また、その後に開催される宇宙環境利用専門委員会にて年度評価が実施されます。
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